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課題名：サビマダラオオホソカタムシを利用したマツノマダラカミキリ防除技術の開発 

主査氏名（所属）：牧野俊一（森林昆虫研究領域長） 

担当部署：森林昆虫研究領域、東北支所、関西支所 

参画機関：岡山県林業試験場 

研究期間：平成１４～１８年度 

 

１． 目的  

 サビマダラオオホソカタムシ（以下ホソカタムシと略す）はマツ枯れの原因であるマツノ

ザイセンチュウの伝搬者マツノマダラカミキリ（カミキリ）の幼虫・蛹を被害材内で捕食す

る。最近、本種を人工飼料により大量に増殖する技術が開発された。そこで、本種を大量に

放飼し、林地被害木内のマツノマダラカミキリ幼虫を駆除する技術を開発する。 

 

２． 全期間における研究成果の概要 

2002 年から 2006 年にかけて、マツ材線虫病の被害を受けたアカマツ林内において、毎

年９～20 本の枯死木樹幹上にホソカタムシ成虫を放飼した結果、材内のマダラカミキリ

に対し 48～85％の死亡をもたらすことができた。この結果からホソカタムシは放飼樹幹

においては高い防除効果を発揮できることが明らかとなった。一方で放飼木から無放飼木

への成虫の移動による寄生はほとんど見られず、９～10 月における網室内での成虫の移

動距離は平均 11.5ｍであった。また成虫には明らかにマダラカミキリの穿入したマツ丸

太に集合する性質はなく、触角電図法による解析の結果、マツ由来の揮発性物質にホソカ

タムシ成虫は誘引されなかった。以上の結果からホソカタムシ成虫の移動分散能力は高く

はなく、羽化脱出した成虫がマツ枯死木に特異的に誘引される傾向は低いものと考えられ

た。しかし放飼開始後３年目以降に一部の無放飼木で寄生が認められたことから、放飼個

体が試験地内に定着する可能性が示唆された。ホソカタムシがマツ枯死木内に生息するマ

ダラカミキリ以外の穿孔虫にも寄生することが明らかとなったが、室内試験の結果、ホソ

カタムシはこれら標的外種よりもマダラカミキリに対して明らかに選択的な寄生をする

ことが判明した。ホソカタムシの林内における放飼、定着を効率化するために天敵保全箱

を作成し、この中に放飼したホソカタムシが丸太内のマダラカミキリに寄生すること、お

よびマダラカミキリの保全箱外への脱出を阻止した上で、ホソカタムシ羽化成虫が林内に

分散できることを確認した。本研究によって、既存の松くい虫防除体系の中に本種を組み

込むことが可能となった。 
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４．評価委員氏名（所属） 

真宮靖治（元玉川大学教授） 

 

５．評価結果の概要 

①評価委員の指摘を２００～３００字程度で記載すること。 

１）サビマダラオオホソカタムシ（ホソカタ）がマツノマダラカミキリ（マダラ）を選んで

いるのは単にサイズの差である可能性もあるので、「寄主選好性がある」という記述は再考

が必要。 

２）薬剤の空中散布をしてもホソカタの生存に影響がないという結果が提示されているが、

例数が少ないので断定的な記述は避けるべき。 



３）被圧木はマダラの産卵対象とはなっても線虫の発生源にはなりにくいので、被圧木にホ

ソカタを接種してマダラを捕食させる必要はないのではないか。 

 

②評価委員の言葉として（評価委員の視点で）記述すること。 

全体として、サビマダラオオホソカタムシを実用化するための技術開発にめどを付けた

ことは高く評価できる。誘引物質の探索については、有効な物質は見つからなかったもの

の、探索努力をした結果初めて分かったことでありマイナス評価の理由にはならない。ま

たプロジェクトでおこなった分布調査によって、本天敵の分布がきわめて局地的であるこ

とがわかり、これは本種の施用後における生息状況の推移を見極めるうえで必要な情報と

なる。また、新たな天敵生物の導入がより効果的であるということは天敵成功例に共通し

ていることといえ、その点で本種が将来、未生息地に導入された場合本種が有望な天敵と

なりうることも分布調査から期待できる。 

 

６．評価において指摘された事項への対応 

１）「比較した他の昆虫に比べてマツノマダラカミキリはサビマダラオオホソカタムシの寄

生をより受けやすい」旨の記述に変更した。 

２）断定的な記述を避け、「影響がないと推定される」旨の記述に変更した。 

３）指摘通り被圧木は線虫の発生源にはなりにくいが、防除の対象ではなく林内におけるホ

ソカタムシ個体数維持のための餌資源としては利用することが可能である。 




